小さな気づかいは世界を変える　　　　　　《中学生の部　金賞》
東原中学校二年　濵中　文音　
　私には、心に残っている出来事がある。自宅のすぐ近くには、大きな駅があり、お年寄りや学生、会社員など、たくさんの人が利用する。数年前、私が駅を訪れた時の出来事だ。一人の若い女性が、階段をのぼろうとしている。ところが、女性は大きな荷物とベビーカーを抱えている。さらには、小さな子供二人を連れている。エレベーターを使わないつもりなのか。ふと、エレベーターのある方に目を向けると、何らかの理由で使えない状態だった。勇気を出して声を掛けようか。そう思った時、そばにいた母が言った。「手伝いましょうか。」女性は、嬉しそうな顔で「お願いしてもいいですか。」と答えた。私は嬉しかった。人を助ける事はこんなにも素敵なものだと、この日初めて知った。女性とその子供の顔は、笑顔でいっぱいだった。階段を一緒にのぼっていると、もう一人女性がやってきた。「私も手伝います。」この世界のあたたかさを感じた。私たちの顔にも笑みがこぼれた。小さな気づかいが、世界を変えると言っても過言ではないかもしれない。
私にしかできないこと　　　　　　　　　　《中学生の部　銀賞》
口田中学校二年　田原　陽菜　
昨年七月、西日本豪雨が私の通う中学校区にも大きな被害をもたらしました。そこで、私は母に連れられボランティアに参加しました。最初はそんなにやる気があるわけではなく、「大人に混ざって十二才の私が役に立てるのかな。足手まといにはなりたくない。」そんな気持ちを抱えたまま作業が始まりました。が、なんと、そんな私が一時間もすると知らない大人の人と作業をしていました。シャベルで土を掘るのは男の人に任せて、私は土のう袋をひたすら開けては土を入れた袋を結び･･･と、大人より体の小さい私が得意なことをしていました。それは私のできること、私にしかできないこと。役に立てるのか、という私の考えが変わっていくのを感じました。私のことを認めてくれる人がいて、その上で力仕事ではない、若く足腰の強い子どもにできる仕事を与えてくれたのです。「だれかのためにできること」は、何でもいいのです。一人一人、その人にしかできないことが必ずあるのだから。それを認め合い補い合ってこそ、「だれかのためにできること」なのです。
他人の気持ちを考えて　　　　　　　　　　 《中学生の部　銅賞》
牛田中学校一年　森﨑　花菜　
　私が、だれかのためにできることと聞いて一番に思いつくのは、自分の後に使う人の気持ちを考えて行動することです。自分の後に使う人がどういう気持ちになるかを考えて行動することは、今の自分でも、学校生活や家庭などでできることだと思います。
　例えば、移動教室の机は自分だけが使う物ではないので、後の人のためにも、消しカスなどをすてて帰ったり、自分が使わない所でも、使う人のことを考えて、すみずみまでそうじをしたり、本などがたおれていたら、自分がやっていなくても、きれいに直したりと、あたりまえの事であっても、後の人が気持ち良く使うことができるので、そのことをしっかり考えて行動することが大切だと思います。
　このように、あたりまえの事であっても、その行動は、後に使う人が気持ち良く使うことができていて、だれかのためになっているので、しっかりと行うことが大切だと思います。そして、この行動はこれからの人生でも生かされると思います。だから、今できる後の人を思う行動は今からやっておきたいです。
　
これが私にできること　　　　　　　　　　《中学生の部　銅賞》
大州中学校二年　生徒　
　私は、小学六年生から主婦見習いだ。
　なぜなら、父と母の仕事場が変わり、両親の帰りが遅くなったからだ。父は日曜しか家にいないし、母も六時過ぎに帰ってくるようになった。だから、私が家のことをやらなければいけなくなった。
　それから私は今までやったことのないことをたくさんやった。洗濯物を取り込んだり、食器を洗ったり、ご飯だって炊いた。そして、私はあることに気付いた。そう、これらを全て、私や妹の為に、親が寝る間も惜しんでやってくれていたということに。そのとき、私の胸の中に、言葉にできないほど大きな感謝がわき上がってきた。初めての感覚だった。
中学二年生になった今も、できるだけ手伝いをするように心がけている。私が今、「だれかのためにできること」は、家事の手伝い。そしてそれは、右も左も分からないような赤ん坊からここまで育ててくれた、親への恩返しだった。
たった一言の「ありがとう」　　　　　　　《中学生の部　入選》
安西中学校一年　松本　裕菜　

　私は誰かのためにできると思うことは、言葉で感謝の気持ちを伝えることだ。
　私は感謝の気持ちを持っていても「ありがとう」と口に出すことは少ないのではないかと感じることがある。例え心の中で「ありがとう」と思っていても口に出さなければ相手に伝わることはない。何かしてもらっても何も言わなければ相手は嬉しくなかったのかなと感じるだろう。でも、そこでたった一言「ありがとう」と伝えるだけで相手は安心したり、またしてあげたいなど相手のことを考えた行動がとれるかもしれない。母は私にこう言ったことがある。
「高価なプレゼントよりも相手のことを思って言う言葉や手紙の方が嬉しい。」と。
　私が生まれて十二年間言えなかった「ありがとう」はたくさんある。それに気付けた今だからこそ私は誰かのためにできると思うことは、「ありがとう」ときちんと言葉で感謝を伝えることだ。どんな小さなことでも一人一人が感謝することでお互いに思いやることができるのではないかと私は思う。
　

掃除は気付く力を育む　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》

安西中学校一年　松岡　美陽　

　私は今、掃除をきちんとすることを心がけている。なぜなら、校長先生が教えて下さった掃除についての話が印象に残ったからだ。
　ある日の全校朝会で校長先生が、「掃除をすることで気付く力が付きます。足下にあるゴミを拾うことの出来る人になりましょう。」と話をして下さった。私はこの話を聞いて、自分たちが生活する教室、学校全体がきれいになるようにしたいと考えるようになった。
　後日、理科室にゴミが落ちていた。私は校長先生の話を思い出し、ゴミを拾ってゴミ箱に捨てた。その時、誰かに感謝の言葉を言われたわけではないが、すごく嬉しい気持ちになった。それと同時に、掃除をきちんとすること、ゴミを拾うことは、小さな事だけど自分のためにも人のためにもなるということを改めて知れた。
　掃除をすることは当たり前のことかもしれない。でも、掃除は人のためにも自分のためにもなる。今回知ることにが出来た掃除の重要性を周りの人にも広げていきたい。そして、掃除を通して気付く力を付けていきたい。
　
よりそって･･･　　　　　　　　　　　    《中学生の部　入選》
牛田中学校一年　富沢　結衣　

　私は、よりそうということに大切な思い出がたくさんあります。
　私は、五年生の時に、足にけがをしていました。その中、自然教室があり、グループで山登りをする活動がありました。グループのみんなは、早くゴールをしたくて走ってしまいましたが、一人の友達が私のおそいペースにあわせて歩いてくれました。その時、私はとてもうれしくなって、最後まで登りきることができました。この友達がしてくれた行動こそが本当のよりそうという行動だと思いました。
　私は、よりそうということにはもっと深い意味があると思います。それは、行動としてのよりそうと心のよりそうがあるということです。まず、行動でよりそってもらえると、前に進むことができます。そして、行動でよりそってもらえると、心までよりそわれて、勇気や自信がわいてきます。
　このように、となりにいるだけでその相手は心も体もよりそわれているということを知ってほしいです。
地域のために　　　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》
楠那中学校一年　川田　穂佳　

私は、去年この楠那学区に引っ越してきました。そして、この地域では、行事がさかんで、秋には、獅子舞を子どもたちがひろうする行事があります。私は、前の学区ではなかった行事だったので、「やってみたい」と思い、参加しました。そこでの練習では、みんなが、やさしく接してくれ、とても楽しく、そして、指導者の方も、ていねいに教えてくださって、本番も楽しくできました。
打ち上げの時に、指導者の方が、
「わしも年だから今後が心配だ。」
と言っておられて、私はこの時に、ある決意をしました。それは、これから地域行事に積極的に参加し、経験を重ねて、これからの世代に、教えて、この地域のよさを守りつづけたいと思いました。
　今の現状は、地域とのかかわりが少ないと思います。なので私は、地域によりかかわりの多いこの楠那学区を盛り上げ、未来が、明るくなるようにしたいと思うので、一生懸命、練習をがんばりたいです。
次の人につなげるために　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
安佐南中学校一年　岡原　帆香　

　「きれいになったよね。どう思う？」
そう言いながら私は、最後の布団をピンッと張った。私が人のためにできる事、それは私が使った物だけでなく、周りの人が使った物も、元あった通りきれいに直す事だと思う。
私は、野外活動最終日の掃除時間、初めて宿泊施設に来た時の布団を思い出した。その時は当たり前かのように、全ての布団が、ピンッと張られていて、気持ちが良かった。見るかぎり簡単にできると思っていた。だが、やってみると、意外と難しかった。布団はまがっているし、しわも寄っていて、きれいとは、誰が見ても言えそうにない。それに、正直言って、次私がこの部屋に泊まると気持ち良くはないだろうと思った。それではいけないと思い、きれいに見えるように努力した。
次使う人の事を思って、きれいにする事が、人のためにできる事だと私は思う。そのきれいをいつまでも続けるためには、次の人の気持ちを考える必要がある。だから、私はこれから次に使う人の気持ちになって行動をしたい。
　
自分の行動で変わる未来　　　　　　　　  《中学生の部　入選》
広島中等教育学校一年　岩見　心晴　

　みなさんが普段行っていることでこれからどんな役に立つのかな？などと思ったことはありますか。私にはずっと続けていることがあります。
それは赤信号で止まってくださった車の運転手さんに礼をすることです。私がこのことを始めたのは小学四年生の時です。「また横断歩道で小さい子がひかれそうになったんだって」そうお母さんから聞き、「またか」と思いました。その信号機は横断歩道を渡る人が押さないと赤にならず、それ以外の時には黄色が点滅している信号機だったため通学時間には急いでいる若い人や地域の高齢者の方は信号が赤になっているのに気づく人は少なく、大半の人はそのまま通りすぎてしまいます。だから私にできることを考え、思いついたのが礼をすることです。礼をすると、してもらった運転手さんは気持ちよく感じ信号にも気を配ってもらえ、危ない目にあう子が少なくなると思ったからです。
　この行動は人の役に立つかなと考えてみてください。助かる人がいるかもしれません。
　
助け合いの形　　　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》
矢野中学校一年　佐々木　楓花　

　これは、小学校にいたころのお話です。七月にあった土砂災害で、私達の学校は被害を受けました。通学路も壊され、私の身長よりも高い鉄棒もうまり、変わり果てた姿になってしまいました。心にポッカリと穴があいてしまったような気分でした。
そんな時に、一通の手紙が学校に届きました。他の小学校からでした。
「前、僕達も被害を受けたときに色々な学校に助けられたので、僕達にも何かできないかと思い、ベルマークを寄付しようという話になったので良かったら使ってください。」
という内容でした。心が温かくなり、何かこみあげてくるものがありました。その場に行けなくても、だれかのために、力になれることがあると改めて感じました。
私は、この経験を通して助け合いには様々な形があること、助け合いの大切さを知りました。助けられてばかりではいけません。次は私がだれかの力になる番です。積極的に行動して助け合いのバトンをつないでいきたいです。
だれのためにゴミを拾うのか　　　 　　  《中学生の部　入選》
可部中学校二年　田中　咲優　

「おはようございます。」
朝の登校中、白いビニール袋を持って歩いていた女性の方にあいさつをした。その女性は自分が捨てたゴミではなく、誰か他の人が捨てたゴミを嫌そうな顔もせず拾っていた。私は不思議に思った。拾うと何かがもらえるわけでもないのにどうして拾うのだろう。
　私のマンションの横にある自動販売機の周辺である日ふと目についた。からのペットボトルや空き缶がゴミ箱に入らず地面に散らかっていた。「誰がこんなことをしたのだろう」と思いながらも私は何もせずその場を通り過ぎた。ふと登校中、ゴミを拾っていた女性を思い出した。そのとき私は初めてすばらしいと思った。さっき見て見ぬふりをした自分がはずかしくなった。
　自分には関係ない。誰かがやってくれる。そう思ってしまってはいけないと改めて感じた。そうでなければ、こんなにきれいな街にはなっていないだろう。自分のためではなく誰かのためにできることを見つけ取り組むことで、また新しい発見ができるのだと思う。
いつか誰かの手に届けられる車イスのために　 《中学生の部　入選》
大塚中学校二年　梶浦　咲希　

　私は、アルミカンボランティアに取り組んでいます。アルミカンボランティアは生徒会で行っています。通称「アルボラ」といい、アルミカンをつぶして集めて、車イスを作っているそうです。つぶすボランティアもあり、通称「つぶボラ」といい、放課後、生徒会を中心に行っています。みんな部活に参加する前につぶしています。私もその一人として、参加しています。アルミカンがなくて、持ってこれない時には、つぶボラに積極的に参加しています。いつか誰かの手に届けられる車イスのために。行けない時は、「もうしわけないな。」と思って、「次は行けたら良いな。」と思いながら、次のアルボラ、つぶボラに参加しています。
　私は、アルミカンを集めて、そのアルミカンをつぶして、いつか誰かの手に届けられる車イスのために、少しでも誰かのためになるような活動をこれからもしていきたいと思っています。
　

　
誰かのためにできること　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》
三入中学校二年　山下　咲希　
　私が誰かのためにできることは、ヘルプマークをみんなに伝えることです。なぜ、そう思ったかというと、あまり「ヘルプマーク」の存在が知られていないと思ったからです。
　まず、ヘルプマークって何？と思う人がいると思います。ヘルプマークとは、義足や人工関節を使用している患者さんや内部障害や難病の患者さんなど、援助や配慮を必要としていることが外見では分からない人々が、周りに配慮を必要なことを知らせることで、援助を得やすくなるように作成されたものです。　
　この前、私の祖父がある一つの新聞記事を見せてくれました。そこには、ヘルプマークについて話している祖父が載っていました。そこで私は初めてヘルプマークの存在を知りました。そして、新聞記事を全て読み終えて、あまり広まっていないのか･･･と思いました。
　今の私にヘルプマークを広めるために出来ることは少ないけれど、大きくなってから出来ることはたくさんあると思います。だから今は、ヘルプマークを見かけたら援助や配慮をしてあげられるようになりたいです。
毎日のあいさつで　　　　　　　　　　   《中学生の部　入選》
落合中学校二年　森岡　花奈　

毎朝、私の通学路には少しこわそうなおじいさんがいます。私はそのおじいさんと私が小学生のときから関わりがあります。それはあいさつです。私がおじいさんに
「おはようございます。」
とあいさつすると、おじいさんも
「おはよう。行ってらっしゃい。」
と毎日、同じ言葉を返してくれます。私はそんな毎朝の何気ないあいさつが時にはお互いを助けるのではないかと考えます。あいさつだけでも近所の人との関わりを持っていれば、もし何かあったときに助けを求めることも、お互いを助け合えることもできます。災害の時などでも、あの人はちゃんと避難したのかなと少しでも気を使うことができると思います。
　このようにご近所さんとの何気ない関わりを持つことが大事な命を救うかもしれないと私は思います。どこへ行ってもあいさつを忘れないようにご近所さんと関わりを持てるようにしていきたいと思います。
世界一の宝物のために。　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
祇園中学校三年　渡邉　未彩　

　私には幼いころから大好きな人がいます。今は寝たきりの状態になってしまった祖母です。祖母は言葉を忘れてしまい話をすることができません。でも、私はそんな祖母が大好きです。なぜなら、私が幼いころは沢山遊んでくれたり、一緒に歌をうたったり楽しかった思い出しか残っていないからです。
　祖母に恩返しがしたいと思いやってあげようと思うことがあります。
　それは、返事が返ってこなくても手をにぎって楽しかった事や悲しかった事など色々な話をしてあげることです。祖母は返事は出来なくても笑ったり目を見開いたり反応はしてくれます。もしかしたら、もっとたくさん話してあげれば言葉も思い出して前みたいに話が出来るのかもしれません。大好きな祖母の声をたった一回でも良いから、もう一度聞きたいです。
　これが私に出来る精一杯のことではないと思うけれど、私がやってあげたいと思うことを率先してやってあげたいと思います。世界一の宝物の祖母のために。
　
　
水やり　　　　　　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》
楠那中学校三年　菅野　真結　

　私が行っている「だれかのためにできること」は隣の空き地に咲いている花に毎日水やりをすることです。
　空き地に咲いている花は何の種類かは分かりませんがきれいな青色をしています。最初に水をあげたのはそれがきっかけでした。その花の色がとてもきれいで大好きだったので枯れてほしくなくてその日から毎日水やりを初めました。初めは、完全に自分のためにやり初めた水やりでしたが、ある日話しかけてくれたおばあさんの一言で少し変化しました。
おばあさんは
「この花いつもきれいだと思ったら水やりしてくれてたのね。ありがとう。」
と言ってくれました。自分が自分のためにしていたことなのに誉めてもらえて、すごく嬉しかったのをおぼえています。
　私はこれからもずっと毎日水やりをします。自分のためだけでなく、その花を見てくれるだれかのために、ずっと毎日水やりをしていきたいです。

　
災害ボランティア活動を通して　　　　　 《中学生の部　入選》
宇品中学校三年　南森　大鳳　

二〇一八年の夏に広島で土砂災害が発生しました。その災害では、僕の出身小学校がある似島も大きな被害を受けました。そのニュースを知った僕は、友達と共に似島で災害ボランティアを行うことにしました。
想像していたよりも現場の状態は悪く、復興作業は困難でした。僕は、作業を手伝いましたが、思うように物を運ぶことができませんでした。それでも現地の方は「来てくれるだけでも嬉しい。」と言ってくださいました。その言葉を聞いた時に現地の人のためにできることは、「自分の行動で心配する気持ちややる気を見せて、これから頑張ろう。」という気持ちにさせることだと思いました。そして、物を運ぶのは無理でも、物を運んでいる人に水を渡すなどの「自分のできること」を探すことが大切だと思いました。「自分のできること」を精一杯やることで現地の人達に役に立つことができると思いました。
このように、自分のできることを精一杯やることで誰かのために役に立てると思いました。
私にできること　　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》
宇品中学校三年　佐藤　琴美　

　私は車椅子に乗るのが上手い。なぜかと言うと、私は小学生のときに交通事故に遭い、大腿骨を骨折して三ヶ月間、車椅子生活を送っていたからである。
　車椅子に乗ってから思うことは、ちょっとしたことでも生活しにくいことだ。歩道は水はけが良いように車道側に斜めになっているので通りにくいし、お店に入ろうにも、たった十センチの段差でさえ、一人で上がることができない。店内では車椅子が通れるスペースをとっているところも少ないことに気づいた。横断歩道を渡ろうにも、モタモタしていると、すぐに赤信号に変わって怖い思いをすることになる。
　こういったときに、「お手伝いしましょうか。」と聞いてくださるととてもありがたい。私は幸いにも歩ける生活に戻ることができたが、車椅子生活の経験を生かし、困った人がいたらできるだけ声を掛けるようにし、何かお役に立てることができたらと思う。それが両方の気持ちが分かる私だからこそ、できることだと思う。
　
どこかの誰かに　　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》

安西中学校三年　柴原　結衣　

私は事故などで脳死状態になったら、臓器提供をしたいです。
臓器提供はドラマでしか見たことがないけど、とてもすごいことだなと思います。自分が死んでも、どこかの誰かの中で生き続けるのはうれしいし、臓器の移植をしないと生きられない人のためになるのは良いなと思いました。だけど、家族と話をしたとき母は、私の臓器提供に反対だと言いました。確かに臓器をどこかの誰かにあげてしまうのはさびしくて、最後までそばにおいておきたい気持ちもわかりました。私が将来子供ができて臓器提供をしたいと言われても、きっと母と同じことを思うと思います。けれど、臓器提供をしないで悲しみでおわってしまうより、誰かを救ってその人の中で生き続けていると思う方が残された家族も少しは悲しみが軽くなると思います。
意思表示カードというものをもらいにいって書きたいと思います。いつ何がおこるかわからないのでいつかじゃなくて今しようと思います。
私が父にできること　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
安佐南中学校三年　杉田　綾花　
　私の父は新聞配達の仕事をしている。毎朝二時に起きて、まだ暗い中、読者の方や学校に新聞を届けている。新聞屋は、祝日と正月の一日ぐらいしか休みがなく、雨の日も雪の日もどんなに寒く凍える日も新聞を読んでくれる人のために働かなければならない。
小さい頃から仕事で忙しい父を見てきた私は、あまり父のことが好きではなかった。朝私が起きた頃にはもう父はいないし、帰って来るのも遅く、一日四時間しか一緒にいない時もあった。そのさみしさからか、何度も父に当たるようになり、父との会話も減っていった。それでも父は、家族を養うために必死で働いてくれた。　
私が父にできること。それは、全力で父を支えることだと思う。直接仕事に携わって支えることは、私一人の力では、難しいことかもしれない。でも、父に対する感謝の気持ちを言葉にして伝えることこそ、私が父にできること、してあげられることなのでなないだろうか。いつか、父にとっての自慢の娘になれるよう、全力で父を支えていきたいと思う。
戻ってきた町と喜び　　　　　　　　　　　《中学生の部　入選》
白木中学校三年　山田　実優希　
　私たちの町が一変したあの日から、元通りになった今までには、大勢の人がだれかのために町を支えていました。
　去年起きた豪雨災害はたちまち川をあふれさせ山を崩しました。そうしてあちこちで通行止めになり私たちは不便な生活を送りました。しかし、数日たつと私たちの町は支えあいを始めました。だれかのために水を配り、だれかのために家を片づける。それは、とても嬉しい光景でした。

　今、思えばだれだって自分の事で手いっぱいだったはずです。自分の事で忙しかったはずです。それなのに大勢の人が「だれかのために」何かをしていました。
　まだ、災害の影響で不便なところはありますが、一年もたっていないのにこんなに早く私たちの町が戻ってきました。だれかのために何かをすることは大変ですが、それができたとき、だれにとっても喜びが待っているんだなと思います。
　
あいさつからの交流　　　　　　　　 　　　《中学生の部　入選》
白木中学校三年　池田　華　

　私は、昨年の七月に災害に遭いました。一週間くらい断水したり、私が通っていた小学校のグラウンドが半分くらいけずれたり、被害はとても大きいものでした。
　水がなかったので、ほぼ毎日小学校に水を取りに行っていました。その時に、あいさつをした事がある人や知り合いの人がいたら、二キロぐらいある水の入ったタンクを車まで運んでくれました。また、お年寄りの方や大変そうな人がいたら、私も車まで運んであげました。重たくて大変だなと思ったけど、こんな時は、みんなで協力して助け合わないと地域が今までのように戻らないなと思い、進んで手伝いました。
　この災害は私にとって初めてで衝撃的だったけど、学んだ事があります。それは、普段あいさつをしたり、近所の人と交流をしておけば、なにかあった時に、協力したり、助け合う事ができるということです。なので、普段のあいさつや交流を大切にしようと思います。
心配り　　　　　　　　　　　　　　　　　 《中学生の部　入選》
亀山中学校三年　松田　夏々実　

　心配りという言葉がある。この言葉は私が尊敬する先生から教えてもらった言葉で意味は相手の心情を十分に考慮したり予測されるいろいろな事態に対し、万全な対処をしたりすることだ。
　ある日の部活終わりに私が先生の椅子を片付けていると後輩が「手伝います。」とかけよってきた。それを見た先生が「目配りができても心配りができんのんじゃ意味ないぞ。」と言ってきた。確かに見て動くことは簡単だが相手のしてほしいことを考えて動くことは難しいと思った。その日から「心配り」を大切に生活するようになった。
　先生が体育館を出ようとしたら先に行ってドアを開けたり、友達が一人で黒板消しをしていたら何も言わず手伝ったりした。心配りをすると必ず「ありがとう」と言われ、とても嬉しかった。
　このように気持ち良く毎日を過ごすには心配りは必要だと思う。一人一人が誰かのために動けば生活がよりよくなっていくと心配りを大切にするようになって感じた。
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